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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く
者
の
立
場
か
ら
、
政
策
課
題
へ
の
短
期
的
な
対
処
方
は
も
と
よ

り
、
今
後
の
鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通
の
中
長
期
的
な
あ
る
べ
き
姿
・
方
向
性
に
つ
い

て
も
議
論
し
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
短
中
期
的
な
政
策
課
題
に

つ
い
て
、
む
こ
う
２
年
間
を
見
据
え
て
昨
年
策
定
し
た
「
交
通
重
点
政
策
２
０
１
８

－

２
０
１

９
」
を
活
用
し
、
関
係
各
方
面
に
対
す
る
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
年
も
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
産
業
政
策
委
員
会
に
お
け
る
関
係
各
単
組
代
表
者
と
の
度
重
な
る
議
論
・
調
整
や
、
Ｊ

Ｒ
会
社
等
と
の
意
見
交
換
を
経
て
、
交
通
重
点
政
策
を
踏
ま
え
た
要
望
書
を
策
定
し
た
。
今
回

国
土
交
通
省
鉄
道
局
に
要
望
し
た
内
容
は
、
同
重
点
政
策
で
扱
う
重
要
課
題
で
あ
り
、
鉄
道
行

政
に
お
け
る
施
策
へ
の
反
映
、
そ
し
て
２
０
２
０
年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
税
制
改
正
へ
の
反

映
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

ＪＲ産業で働く者の立場から課題認識とともに政策要望を示
し、鉄道行政のさらなる前進を要請した

自
然
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
支
援
の
検
討
状
況
も
確
認

Ｊ
Ｒ
連
合
の
重
要
な
柱
で
あ
る

交
通
政
策
の
原
動
力
の
ひ
と
つ

と
い
え
る
。
今
回
当
選
し
た
議

員
と
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
直

近
で
は
１
月
に
訪
問
し
た
大
牟

田
市
の
松
尾
哲
也
市
議
の
協
力

の
も
と
、
同
市
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ

九
州
・
大
牟
田
駅
を
中
心
と
し

た
交
通
事
情
や
西
鉄
新
栄
町
駅

前
開
発
の
状
況
を
現
地
で
教
授

い
た
だ
き
、同
市
の
交
通
政
策

担
当
者
と
の
意
見
交
換
も
実
施

し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
結
果
は
今
後

の
国
政
選
挙
に
も
大
き
な
流
れ

を
作
り
だ
し
た
と
い
え
る
。
ま

さ
に
、
昨
年
11
月
に
開
催
し
た

第
24
回
地
方
議
員
団
連
絡
会
総

　

４
月
21
日
、
第
19
回
統
一
地

方
選
挙
の
後
半
戦
の
投
票
日
を

迎
え
、
市
町
議
選
に
出
馬
し
た

Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡
会

所
属
候
補
者
全
員
が
当
選
を
果

た
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
次

選
挙
で
の
推
薦
候
補
者
全
員
の

当
選
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡

会
に
お
い
て
は
、
中
田
利
幸
米

子
市
議
を
代
表
幹
事
と
し
て
、

幹
事
会
を
中
心
に
活
動
展
開
し

て
き
た
。
特
に
、
「
チ
ー
ム
地

域
共
創
」
を
実
現
す
べ
く
行
っ

て
き
た
、
各
地
方
自
治
体
と
の

意
見
交
換
や
交
通
行
政
の
実
態

把
握
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
は
、
す
で
に
18
回
を
数
え
、

会
で
の
中
田
代
表
幹
事
の
「
地

方
か
ら
変
え
て
い
く
」
と
い
う

言
葉
を
具
現
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
国
政
に
お
い

て
は
、
７
月
に
第
25
回
参
議
院

議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
が
、地

方
議
員
の
力
に
よ
っ
て
、
働
く

者
の
立
場
か
ら
真
に
民
主
的
な

政
治
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
を

生
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。特

に
今
回
の
参
院
選
で
は
、
Ｊ
Ｒ

連
合
国
会
議
員
懇
談
会
の
榛
葉

賀
津
也
会
長（
静
岡
県
選
挙
区
）、

長
浜
博
行
幹
事
（
千
葉
県
選
挙

区
）
が
出
馬
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
総
力

を
挙
げ
て
、
必
勝
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
加
盟
各
単
組
と

連
携
し
、
各
選
挙
の
推
薦
候
補

者
全
員
の
当
選
に
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
。
７
月
の

参
院
選
だ
け
で
な
く
、
地
方
選

挙
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
各
日

程
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
。
今

次
統
一
地
方
選
挙
で
の
結
果
を

今
後
行
わ
れ
る
各
選
挙
で
の
必

勝
に
つ
な
げ
て
い
く
。

林
下
孤
芳
氏
（
小
樽
市
議
会
）

松
尾
哲
也
氏
（
大
牟
田
市
議
会
）

策
２
０
１
８
―
２
０
１
９
」
補

足
版
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
本
冊
と
あ
わ
せ
て
活
用

し
、
政
策
課
題
解
決
に
む
け
た

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

の
面
か
ら
の
政
策
展
開
へ
の
課

題
が
示
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
新
た
に
顕
在

化
し
た
課
題
に
対
す
る
政
策
提

言
を
ま
と
め
た
「
交
通
重
点
政

北
陸
・
九
州
新
幹
線
の
早
期
開

業
と
そ
の
た
め
の
財
源
確
保
、

Ｆ
Ｇ
Ｔ
の
車
両
等
に
つ
い
て
責

任
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
な
ど

を
訴
え
た
。
最
後
に
は
、
２
０

２
０
年
度
税
制
改
正
要
望
と
し

て
、
今
年
度
末
で
期
限
を
迎
え

る
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
取
得
し
た
高

性
能
機
関
車
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
」
な
ど
の
継

続
適
用
を
要
望
し
た
。

　

鉄
道
局
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
政
策
課
題
へ
の
考
え
や
要
望

に
対
す
る
理
解
と
、
鉄
道
予
算

　

そ
の
後
、
各
単
組
担
当
者
か

ら
要
望
内
容
を
補
足
・
強
化
す

る
発
言
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
自

然
災
害
に
関
し
て
、
す
べ
て
の

単
組
か
ら
こ
の
間
の
鉄
道
被
災

へ
の
対
応
等
に
お
け
る
実
態
を

訴
え
た
。
続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
に
お
け
る
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
も
加
え
た
２
０
２
１
年

度
以
降
の
新
た
な
支
援
に
む
け

た
法
改
正
の
検
討
に
つ
い
て
も

要
請
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
、

能
な
交
通
体
系
を
構
築
し
、
ま

た
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
は
、
国
や
自
治

体
な
ど
と
も
連
携
・
協
働
し
て

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
、
忌
憚
な
い
意
見

交
換
を
要
請
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
上
手
室
長
は

「
非
常
に
多
岐
に
亘
る
要
望
を

い
た
だ
い
た
が
、
鉄
道
に
対
す

る
期
待
や
役
割
の
大
き
さ
の
裏

返
し
と
受
け
止
め
て
い
る
。
安

全
対
策
も
含
め
、
昨
年
相
次
い

だ
自
然
災
害
か
ら
は
新
た
な
課

題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
安

全
・
安
心
・
快
適
な
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

バ
ー
と
し
て
、
荻
山
市
朗
産
業

政
策
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会

長
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
執
行
委

員
長
）を
筆
頭
に
、
河
村
事
務

局
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部

お
よ
び
各
単
組
の
産
業
政
策
担

当
者
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
荻
山
委
員
長
か
ら
、

鉄
道
局
の
上
手
企
画
室
長
へ
要

請
書
面
を
手
渡
し
た
後
、
Ｊ
Ｒ

連
合
を
代
表
し
て
の
挨
拶
を
行

い
、
日
頃
か
ら
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め

と
す
る
鉄
道
事
業
者
の
取
り
組

み
に
対
し
て
理
解
と
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
謝
意
を
示

し
た
。そ
の
上
で
「
安
全
最
優

先
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、職
場
の
実
態
を
踏
ま

え
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
と
り
わ
け
、

人
口
減
少
が
進
む
中
、
持
続
可

と　

き　

２
０
１
９
年
６
月
11
日
13
時
か
ら

12
日
12
時
ま
で

と
こ
ろ　

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

住　

所　

東
京
都
墨
田
区
錦
糸
１

－

２

－

２

電　

話　

０
３

－

５
６
１
１

－

５
５
１
１

議　

題　

①
２
０
１
９
年
度
運
動
方
針
案
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

　
　
　
　

②
２
０
１
８
年
度
一
般
会
計
剰
余

　
　
　
　
　

金
の
処
分
案
に
つ
い
て

　
　
　
　

③
２
０
１
９
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

　
　
　
　

④
役
員・中
央
委
員
の
選
出
に
つい
て

　
　
　
　

⑤
そ
の
他

出
席
範
囲

　
　
　
　

①
大
会
構
成
員　
Ｊ
Ｒ
連
合
三
役
・

　
　
　
　
　

執
行
委
員
・
特
別
執
行
委
員
、

　
　
　
　
　

会
計
監
査
員

　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
連
合
大
会
代
議
員
・
特
別

　
　
　
　
　

代
議
員

　
　
　
　

②
招
待
者　

地
方
連
合
・
交
運
労

　
　
　
　
　

協
派
遣
専
従
役
員
他

　
　
　
　

③
大
会
会
場
係　
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・

　
　
　
　
　
女
性
委
員
会

　

４
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

国
土
交
通
省
鉄
道
局
に
対
し
、

政
策
課
題
の
解
決
に
む
け
た
要

請
行
動
を
行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
は
産
業
政
策
委
員
会
メ
ン

国土交通省鉄道局と政策に関わる意見交換

ＪＲ二島・貨物会社への
新たな支援を求める

国土交通省鉄道局と政策に関わる意見交換

ＪＲ二島・貨物会社への
新たな支援を求める第

28
回
定
期
大
会
の
ご
案
内

各単組担当者からは現場第一線での実態等を踏まえた具体的な課題解決
の方策が述べられ、鉄道局との積極的な意見交換が実現した

　ＪＲ連合は第31回中央委員会で、ＪＲ私傷病共
済について、加入者の拡大および不妊治療による
休暇を給付対象とすることを決定しました。現在、
新規採用者を
はじめとする
未加入組合員
に対する加入
促進とともに、
加入者の増口
を募集してい
ます。
　万が一の病
気やケガに、少
ない掛け金で
安心のサポー
トを受けられ
る「ＪＲ私傷病
共済」に加入
し、組合員相
互の助け合い
の輪を一層拡
げましょう。

２０１９年度ＪＲ私傷病共済
給付拡大した共済に加入・増口しよう

第19回統一地方選挙
推薦候補全員当選
「地方から変えていく」

第19回統一地方選挙
推薦候補全員当選
「地方から変えていく」
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の
組
合
を
率
い
、
会
社
側
に
も

「
影
の
社
長
」
の
よ
う
な
権
勢

を
ふ
る
う
こ
と
に
な
る
。
…
だ

が
、
松
崎
に
は
、
労
働
組
合
の

〝
名
士
〞
と
は
別
の
、
も
う
ひ

と
つ
の
顔
が
あ
っ
た
。
非
公
然

部
隊
を
組
織
し
、
陰
惨
な
〝
内

ゲ
バ
〞
で
数
々
の
殺
人
・
傷
害

事
件
を
起
こ
し
て
き
た
新
左
翼

組
織
「
革
マ
ル
派
」
の
幹
部
で

も
あ
っ
た
の
だ
』
と
著
述
し
た
。

　

そ
し
て
、
松
崎
氏
が
「
労
使

ニ
ア
リ
ー
・
イ
コ
ー
ル
」
と
い

う
論
理
で
会
社
経
営
へ
の
容
喙

を
宣
言
し
、
〝
労
使
蜜
月
〞
の

関
係
の
も
と
、
ま
さ
に
「
Ｊ
Ｒ

の
妖
怪
」
と
変
貌
し
て
い
く
様

を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。

　

終
章
に
は
『
三
万
四
五
〇
〇

人
の
大
脱
走
』
で
、
２
０
１
８

春
季
生
活
闘
争
に
お
け
る
ス
ト

権
行
使
に
伴
う
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

組
合
員
大
量
脱
退
に
つ
い
て
、

「
労
使
共
同
宣
言
の
失
効
」

に
よ
り
〝
労
使
癒
着
〞
に
完
全

に
終
止
符
が
打
た
れ
た
こ
と
に

も
触
れ
た
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
４
０
０
億
円
台
の
財
政
支
援

を
提
出
し
、
う
ち
妥
結
は
36
単

組
に
達
し
、
21
単
組
が
ベ
ア
を

獲
得
し
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
や
先
行

し
て
妥
結
し
た
各
グ
ル
ー
プ
労

組
の
成
果
が
相
乗
効
果
を
生
み

出
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
を
一
体

的
に
支
え
る
グ
ル
ー
プ
会
社
で

働
く
グ
ル
ー
プ
労
組
組
合
員
を

は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の

労
働
条
件
の
さ
ら
な
る
改
善
に

む
け
て
、
引
き
続
き
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
妥
結
結
果
に
関
す
る
詳
細
は

次
号
以
降
掲
載
）

く
６
年
連
続
と
な
る
ベ
ア
６
０

０
円
を
含
む
回
答
を
引
き
出
し

た
。

　

そ
し
て
、
現
在
、
グ
ル
ー
プ

労
組
の
成
果
が
続
々
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
４
月
24
日
時
点
で

の
報
告
で
は
、
グ
ル
ー
プ
労
組

93
単
組
中
、
82
単
組
が
要
求
書

　

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
に

お
け
る
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
の
成
果

は
既
報
の
と
お
り
。
な
お
、
Ｊ

Ｒ
西
労
組
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地

本
が
４
月
10
日
に
６
年
連
続
と

な
る
ベ
ア
３
０
０
円
を
含
む
回

答
を
引
き
出
し
、
同
中
国
Ｊ
Ｒ

バ
ス
地
本
が
４
月
12
日
に
同
じ

合
）
と
手
を
組
み
、
組
織
を
挙

げ
て
労
使
協
調
、
民
営
化
賛
成

に
回
り
、
大
転
換
の
先
頭
に
立

っ
た
。
〝
松
崎
の
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
的
転
換
（
コ
ぺ
転
）
〞
と
も

呼
ば
れ
た
こ
の
男
の
見
事
な
〝

変
心
〞
に
よ
っ
て
国
労
は
瓦
解

し
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
軌

道
に
乗
っ
て
走
り
始
め
る
。
松

崎
は
、
「
国
鉄
改
革
」
の
最
大

の
功
績
者
の
ひ
と
り
と
な
っ
た

の
だ
。
そ
し
て
、
民
営
化
後
、

崩
壊
し
た
国
労
に
替
わ
り
Ｊ
Ｒ

が
っ
た
戦
後
昭
和
で
、
も
っ
と

も
先
鋭
的
で
過
激
な
活
動
を
繰

り
広
げ
た
「
動
労
」
（
国
鉄
動

力
車
労
働
組
合
）
の
闘
士
と
し

て
、
当
局
の
合
理
化
（
リ
ス
ト

ラ
）
に
猛
然
と
反
発
、
…
〝
鬼

の
動
労
〞
の
象
徴
的
存
在
だ
っ

た
。
し
か
し
、
八
〇
年
代
後
半
、

中
曽
根
政
権
が
進
め
た
国
鉄
の

分
割
・
民
営
化
に
徹
底
抗
戦
す

る
国
労
を
切
り
捨
て
、
そ
れ
ま

で
犬
猿
の
仲
だ
っ
た
、
当
局
寄

り
の
「
鉄
労
」
（
鉄
道
労
働
組

　

４
月
23
日
、
「
昭
和
解
体
」

の
著
者
・
牧
久
氏
（
元
日
経
新

聞
記
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

に
よ
る
「
暴
君　

新
左
翼
・
松

崎
明
に
支
配
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
秘
史
」

（
小
学
館
）
が
発
売
さ
れ
た
。

　

「
昭
和
解
体
」
は
、
昭
和
最

後
の
20
年
に
起
き
た
日
本
の
政

治
経
済
最
大
の
事
件
で
あ
る

「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
」
の

30
年
目
の
真
実
と
し
て
、
当
時

の
国
鉄
当
局
と
国
鉄
労
働
組
合

を
焦
点
に
描
か
れ
た
。
今
回
の

「
暴
君
」
で
は
、
動
労
、
Ｊ
Ｒ

東
労
組
の
中
央
執
行
委
員
長

に
し
て
、
警
察
庁
が
「
革
マ

ル
派
創
設
時
の
副
議
長
」
と
指

摘
し
、
革
マ
ル
派
の
実
質
的
な

指
導
者
と
見
ら
れ
た「
松
崎
明
」

氏
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

　

牧
氏
は
松
崎
氏
に
つ
い
て

『
日
本
の
労
働
運
動
が
燃
え
上

特　集
「
革
マ
ル
派
」
最
高
幹
部
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
影
の
社
長
」

〝
松
崎
明
〞の
真
相
に
迫
る

民
主
化
闘
争 
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伺
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
皆
さ
ん
も
ご
来

訪
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

私
事
と
な
り
ま
す
が
、
昨
６
月
に
愛
娘

が
誕
生
し
ま
し
た
。
業
務
・
組
合
行
事
に

奮
闘
し
て
い
る
最
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
家
族
の
時
間
を
大
切
に

し
つ
つ
、
子
育
て
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
浜
松
工
場
支
部

は
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」
に
重
き

を
置
い
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
老

若
男
女
問
わ
ず
、
そ
し
て
家
族
が
一
体
と

な
っ
て
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て「
ボ
ー
リ
ン
グ
」や「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

を
毎
年
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
参
加

さ
れ
た
方
か
ら
は
多
く
の
「
笑
顔
」
と

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
組
合
員
と
親
睦
を

深
め
、
組
合
員
の
声
を
よ
り
多
く
集
め
る

組
織
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

や
す
く
」
す
る
の
が
私
た
ち
浜
松
工
場
支

部
の
役
割
で
す
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
９

月
に
は
「
新
幹
線
な
る
ほ
ど
発
見
デ
ー
」を

開
催
し
、
新
型
車
両
Ｎ
７
０
０
Ｓ
確
認
試

験
車
の
展
示
を
は
じ
め
、
新
幹
線
が
検
査

さ
れ
る
工
程
に
沿
っ
て
、
各
検
査
箇
所
を

回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
す
る
な

ど
、
来
訪
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
楽
し

く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を
、
組

合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

取
り
組
み
を
通
じ
た
中
で
達
成
感
が
生
ま

れ
、
運
営
側
の
組
合
員
か
ら
も
好
評
だ
と

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
新
幹
線
地
方
本
部

浜
松
工
場
支
部
執
行
委
員
長
の
後
藤
陽
輔

で
す
。
私
た
ち
浜
松
工
場
支
部
の
組
織
数

は
約
６
０
０
人
、
執
行
部
は
17
人
で
構
成

し
、
明
る
く
楽
し
く
実
直
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

浜
松
工
場
で
は
、
新
幹
線
車
両
の
全
般

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
長
期

間
に
わ
た
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
も
無
事

完
遂
し
、
最
新
の
車
両
整
備
工
場
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
変
わ
っ

た
工
場
を
「
よ
り
安
全
に
」
「
よ
り
働
き

役員紹介

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

新
幹
線
地
本
浜
松
工
場
支
部

執
行
委
員
長
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陽  

輔 

さ
ん

交
運
労
協
２
０
１
９
年
政
策
・
制
度
要
求

交
通
・
運
輸
産
業
で

働
く
立
場
か
ら
各
省
庁
に
訴
え

「暴君　新左翼・松崎明に支配さ
れたJR秘史」 著：牧久（小学館）

36
単
組
妥
結
　
21
単
組
で
ベ
ア
獲
得

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

業
の
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け

て
、
引
き
続
き
連
携
を
強
化
し

取
り
組
ん
で
い
く
。

た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
交
運
労
協
の

一
員
と
し
て
、
交
通
・
運
輸
産

字
路
線
が
災
害
復
旧
補
助
の
適

用
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
る

甚
大
な
鉄
道
被
災
の
状
況
で
も
、

適
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が

あ
る
と
い
う
こ
と
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
整
備
新
幹
線
に
つ
い
て

は
、
「
地
方
創
生
を
進
め
る
観

点
か
ら
も
、
地
域
経
済
に
与
え

る
効
果
を
最
大
化
す
る
た
め
に

は
、
早
期
開
業
が
欠
か
せ
な
い
。

建
設
中
の
３
路
線
と
と
も
に
、

四
国
に
お
け
る
新
幹
線
整
備
に

つ
い
て
も
、
で
き
る
限
り
早
急

に
検
討
を
進
め
る
べ
き
」
と
求

め
た
。
鉄
道
局
か
ら
は
今
後
も

検
討
し
て
い
く
旨
が
答
え
ら
れ

事
項
に
対
し
て
、
実
務
担
当
者

か
ら
ひ
と
つ
ず
つ
回
答
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
交
運
労
協
の
参

加
者
か
ら
要
望
内
容
を
補
強
す

る
発
言
が
な
さ
れ
、
中
村
部
長

か
ら
は
「
鉄
道
軌
道
整
備
法
改

正
に
よ
っ
て
、
黒
字
会
社
の
赤

「
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
活

性
化
等
」
「
都
市
鉄
道
の
整
備

促
進
等
」
「
整
備
新
幹
線
の
建

設
お
よ
び
並
行
在
来
線
の
維
持

等
」
「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
促

進
」
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の

整
備
促
進
等
」
に
関
す
る
要
望

の
防
災
・
減
災
対
策
、
②
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
、
③
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
策
強
化
、
④
技
術
革

新
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
４
点
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
予
算
枠
や
権
限
に
も

限
り
が
あ
る
が
、
同
志
と
し
て

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
理
解
を
示
し
た
。

　

３
月
に
要
望
書
と
し
て
提
出

し
た
「
鉄
道
の
安
全
・
防
災
対

策
等
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

鉄
道
の
公
共
輸
送
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
の
役
割
を
維
持
・
活
性
化

す
る
に
は
、
自
助
努
力
だ
け
で

は
困
難
で
あ
り
、
国
・
地
方
自

治
体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
続

い
て
、
鉄
道
局
の
五
十
嵐
徹
人

総
務
課
長
は
「
鉄
道
の
現
場
で

働
く
方
々
の
声
を
届
け
て
い
た

だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
。
さ
ま

ざ
ま
課
題
が
あ
る
中
で
、
特
に

①
自
然
災
害
へ
の
対
応
と
し
て

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
中
村
鉄
平
交

通
政
策
部
長
が
参
加
し
た
。
冒

頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
交
運
労
協

の
髙
松
伸
幸
事
務
局
長
は
「
持

続
的
な
総
合
交
通
体
系
の
構
築

を
め
ざ
し
、
そ
の
基
幹
と
な
る

　

交
運
労
協
は
、
３
月
７
日
に

９
省
庁
に
対
す
る
２
０
１
９
年

政
策
・
制
度
要
求
を
行
っ
て
お

り
、
順
次
回
答
を
受
け
て
い
る
。

　

４
月
19
日
、
国
土
交
通
省
鉄

道
局
と
の
回
答
交
渉
を
行
っ
た
。

と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
の
妖
怪
・
松
崎

明
の
〝
亡
霊
〞
は
い
つ
ま
で
北

の
大
地
を
彷
徨
い
続
け
る
の
だ

ろ
う
か
』
と
、
現
状
を
憂
え
た
。

　

「
暴
君
」
が
書
店
に
並
び
、

あ
ら
た
め
て
「
革
マ
ル
派
」
の

存
在
と
Ｊ
Ｒ
総
連
と
の
関
係
が
、

世
間
か
ら
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

を
受
け
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
、
２

０
１
１
年
の
石
勝
線
列
車
事
故

後
３
年
足
ら
ず
の
間
に
社
長
経

験
者
が
２
人
も
入
水
自
殺
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
『
そ
の
異
常

事
態
の
深
層
に
迫
る
調
査
報

道
は
皆
無
と
い
っ
て
い
い
。

か
つ
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
タ
ブ
ー

国土交通省の各局や各省庁への要求内容の背景となる交
通・運輸・観光・サービス産業の実情を訴える

２０１９春季生活闘争
【グループ労組】

相乗効果によって
ベア続々と


